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2はじめに

 需給調整市場、調整力公募においては、発動指令等のため、電源等にオンライン機能を
有することを求めており、専用線を用いない場合は、簡易指令システムとの接続工事や試験が
必要となっております。

 これまで工事・試験を実施してきましたが、第20回需給調整市場検討小委員会（2020年
12月11日）でご指摘があったように、2021年5～6月（2021年度1回目：第4サイクル）
の工事において、受付可能上限を超えたため、申込をお受けできない事象が発生し、ＤＲに
関連する事業者さまを始め、簡易指令システムを利用される事業者の皆さまにご迷惑をおかけ
致しました。

 工事における受付可能上限を1サイクルあたり20件程度としていたことや受付可能上限の拡大
について、第58,59回制度設計専門会合（2021年3月24日、4月16日）にてご説明させ
ていただきました。

 需給調整市場においても簡易指令システムを活用していることから、第59回制度設計専門
会合でご説明した内容（第4サイクルの工事受付の詳細、受付可能上限の拡大）と工事
申込を見通すためのアンケートの状況について、ご説明させていただきます。
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（参考）調整力公募・需給調整市場における簡易指令システムの活用 3
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簡易指令システムの接続工事の試験工程と申込想定 4

 2020年度から接続工事の受付可能上限を１サイクルあたり２０件程度とした。

 公募落札結果の公表後に締切りがある第4サイクルに想定以上の申込が集中した。
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（参考）簡易指令システム接続試験の概要 5
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6（参考）簡易指令システム接続工事の受付可能上限の検討経緯
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7簡易指令システム接続工事の受付可能上限についての説明・公表経緯

 受付可能上限について、需給調整市場説明会での説明や各社公募向けＨＰ等で公表
していたが、制度設計専門会合や本委員会でご確認いただくことができていなかった。
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第4サイクル申込の推移
8

 第4サイクル（2021年度1回目）において、工事日程の調整を行うことで、29件まで受付を
拡大したが、需給調整市場3件（公募10件）の申込を受付できなかった。
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受付可能上限拡大と工事申込を見通すためのアンケート実施について 9

 第5サイクル（2021年9,10月）から1サイクルあたり80件程度まで受付可能上限を拡大。

 簡易指令システム接続工事の申込を見通すためのアンケートを実施。
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簡易指令システムの接続工事申込に関するアンケートについて 10

 アンケート期間：4月27日～5月19日

 延べ490事業者にアンケートを依頼。（アンケート依頼の重複あり）
 一般送配電事業者の公募へ応募いただいた事業者（79事業者）
 ＤＲ推進協議会の参加事業者（16事業者）
 2019年9月の需給調整市場説明会に参加頂いた事業者（158事業者）
 電力・ガス取引監視等委員会殿から公募に関するアンケートを依頼する際に、
本アンケート実施も合わせて事業者に依頼（237事業者）

 主なアンケート項目は以下の通り
 調整力公募または容量市場、需給調整市場への参入状況
 今後の参入意思（新規参入、エリア拡大）
 簡易指令システムとの接続希望時期
 参入予定のエリア数



©Transmission & Distribution Grid Council 

アンケート集計状況（5月17日時点の速報値） 11

 5月17日時点で、アンケートでの申込予定数は合計90件（34事業者）※回答総数60事業者

 現状の申込とアンケート集計状況を踏まえると、2021年度3回目（第6サイクル2021年
11月～2022年1月）の申込予定数が32件と最も多い。

 制度設計専門会合にて、アンケートの最終結果を報告し、受付可能上限拡大のための
更なる対策についてご意見を頂く予定。

9 5 4

23
16

0

20

40

60

80

100

11～1 2～3 5～6 8～9 11～12 2～3 2023年度 2024年度 2025年度

以降

2021年度 2022年度

現状(80件/サイクル)

【申込予定数】

受付可能上限

32

21

4 2 4

15
10

18

2

アンケート結果

第7サイクル 第8サイクル 第9サイクル 第10サイクル 第11サイクル

アンケートでの
申込予定数

90

申込受付済 18

合計 108

【合計】

申込受付済

申込予定数

第6サイクル



©Transmission & Distribution Grid Council 

まとめ 12

 今回、簡易指令システム接続工事の申込をお受けできなかった事象を踏まえ、第5サイクル
以降の受付可能上限を80件程度までの拡大しました。

 受付可能上限の決定という重要な事項について、委員会の場でご確認いただくことができてい
なかったことについて、お詫び申し上げます。二度とこのようなことが無いように万全を期して
対応していきたいと考えております。

 本日説明の内容へのご意見も踏まえて、簡易指令システム接続工事について、需給調整市
場や調整力公募に参入しやすい環境整備に努めて参ります。
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13

参 考
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（参考）第5サイクル（2021年度2回目）以降のエリア拡大等試験の受付枠拡大 14

2021.4.16
第59回制度設計専門会合資料3-2



©Transmission & Distribution Grid Council 

（参考）簡易指令システムの接続工事の今後の予定 15
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（参考）「簡易指令システム工事受付 空き状況」について（送配電網協議会HP） 16

 第5サイクル（2021年度2回目）以降の申込状況は以下の通りとなっており、各社ＨＰや
送配電網協議会ＨＰで公表している。

※HP公表内容に一部追記
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（参考）ＨＰ改修例（関西）：「簡易指令システム工事の申込受付」の内容充実について 17

 事業者の工事に必要な情報やお伝えしたい情報をトップページに網羅的に掲載。

 今後もより分かりやすくなるように改善していく。

• 情報のタイトルを列挙し、それ
ぞれの項目へすぐに辿り着ける
ようにリンク貼付

• お伝えしたい情報を強調

• 公募要件等について、詳しく
記載


